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研究成果の概要（和文）：本研究では，顎義歯装着者の咀嚼能力を客観的および主観的な各種検

査法によって評価し，口腔内の環境因子を一般的な方法に準じて分類することで，それぞれの

因子との関連を比較検討し，顎補綴治療において咀嚼能力に関する因子を抽出した．その結果，

咀嚼能力と各評価項目との相関関係から，咬合接触点数，咬合支持域数，残存歯数，年齢，性

別，対咬関係が咬断能力に対して高い相関を有していることが認められ、これらの評価項目が，

咀嚼機能回復に有用な因子であることが示唆された． 

 
研究成果の概要（英文）：The purpose of this study is to assess the masticatory performance 

of the maxillofacial patients with prostheses and to detect the contributing factors of 

improving their masticatory function. In the results suggested that occlusal support, 

occlusal contact points, remaining teeth, age, gender and interocclusal relation were 

detected as the contributing factors for improving the masticatory function in this kind 

of patients with maxillofacial prostheses.  
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１．研究開始当初の背景 
 外科的手法の進展により，口腔悪性腫瘍
摘出後の QOL 向上を，顎義歯に頼らざる
を得ない症例は著しく増加している．しか
し，この種の症例における口腔機能の障害
は一般的に重篤なものとなる． 
 下顎骨の連続性が失われた症例に対して
顎義歯を作製する際に，その残存下顎骨断
片の動態から，終末咬合位および切歯点の
入射経路などが大きな問題点として掲げら

れてきた．しかし，下顎の両側のバランス
が失われているとは言え，残存する下顎骨
断片は周囲組織と協調してその運動を行っ
ているが，その運動様相に関する研究はほ
とんどなされていない．また，上下顎いず
れの顎骨欠損症例における咀嚼機能に関す
る因子についても明らかでなく，その咀嚼
機能評価における指標も確立していないの
が現状である． 
 そこで，本研究においては，患者個々の
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咀嚼機能にとってどのような咬合因子が影
響しているのかを明確にしたい． 
 
２．研究の目的 
 本研究では，まず，顎義歯装着者の咀嚼能
力を客観的および主観的な各種検査法によ
って評価し，口腔内の環境因子を一般的な方
法に準じて分類することで，それぞれの因子
との関連を比較検討した．これにより，術後
の機能回復程度を術前に予測することが可
能となる，顎補綴治療における咀嚼能力に関
する指標の構築を目的とした． 
 また，この種の症例における下顎運動およ
びチューイングサイクルの測定により，その
特徴を把握し，計測された下顎運動を反映し
た新しい顎義歯を作製し，咀嚼機能を再評価
することにより，咀嚼機能の向上を確認する
ことも目的としている． 
 
３．研究の方法 
 （１）被験者 
 本研究は，愛知学院大学歯学部附属病院顎
顔面補綴科診療部で顎義歯を製作した，顎骨
欠損患者である男性 33 名，女性 27 名，計 60
名（ 平均年齢 65.5±14.5 歳 ）を対象とし
た．欠損の内訳は，上顎骨欠損患者 35 名（ 男
性：21 名，女性 14 名，平均年齢 66.7±14.3
歳 ），下顎骨欠損患者 25 名（ 男性 12 名，
女性 13 名，平均年齢 63.8±14.5 歳 ）であ
る．なお，本研究内容に関しては，事前に愛
知学院大学歯学部倫理委員会の承認を得て
いる（ 承認番号 258 ）．各被験者には，事
前に研究の趣旨を説明し，文書による同意を
得た． 
（２）検査方法 
 検査項目として，まず口腔内検査を行い，
ついで咀嚼能力検査を行ったが，これには，
咀嚼能力のうち咬断能力および混合能力を
測定するものとして，それぞれ試験食材とし
て検査用グミゼリー（ ユーハ味覚糖株式会
社 ）を使用した咬断片表面積増加量，およ
びワックスキューブ（ 井上アタッチメント
社 ）を使用した混合値の算出法を実施した． 
 また，デンタルプレスケール（ ジーシー
社 ）を使用しての咬合力測定も行った．最
後に，主観的咀嚼能力評価としての摂食可能
食品質問票を実施し，咀嚼スコアを求めた． 

（３）統計処理 

 各種測定項目の中で咀嚼能力に関連する
因子を抽出するため，PASW Statistics 18.0 
を用いて統計解析を行った．咀嚼能力評価項
目である咬断能力，混合能力，咀嚼スコアを
目的変数とし，咬合接触点数，咬合バランス，
口腔内検査内容に被験者の性別，年齢を加え
たものを説明変数とした．連続変数である咬
合接触点数，咬合支持域数，咬合バランス，
残存歯数，年齢に関しては，Pearson の相関

により相関係数を求め，それぞれの目的変数
との関連性を確認した．性別，対咬関係はダ
ミー変数とし，Spearman の順位相関にて目
的変数との相関関係を確認した．なお，有意
水準は５％および１％とした．さらに，咀嚼
能力と関連の高かった因子に関して，強制投
入法とステップワイズ法による重回帰分析
を行い，重回帰式を算出した． 
 また，欠損形態については，上顎骨欠損症
例における Aramany の分類の Class Ⅰ，Ⅱ，
Ⅳの３群間において，咬断能力の平均値に関
する有意差を，一元配置分散分析にて求めた．
下顎骨欠損症例においては，下顎骨辺縁切除，
下顎骨区域切除の２群間の咬断能力の平均
値に関する有意差を，Student の t 検定にて
評価した．また，同様に外科的再建の有無に
おける咬断能力の平均値の差を上下顎欠損
に分類して，Student の t 検定にて求めた．
なお，有意水準は５％とした． 
 
４．研究成果 
（１）検査項目の測定値 
 咬断能力を表す咬断片表面積増加量（平均
値±SE）は 1770.3±141.0 mm2 ，混合値は31.3
±1.4，咀嚼スコアは 82.9±2.1 であった．
また，説明変数の測定結果（平均値±SE）は，
咬合接触点数において 6.2±0.7 points，咬
合支持域数において 1.1±0.1 であり，咬合
バランスは 22.1±2.2％，残存歯数は 6.183
±0.4 歯であった． 
（２）咀嚼スコアの算出 
 Ⅰ～Ⅴ群に分類した食品目を対象とした
摂食可能食品質問票における各食品群の摂
食可能率は，Ⅰ群で 97.8%，Ⅱ群で 94.6%，
Ⅲ群で 90.0%，Ⅳ群で 81.4%，Ⅴ群で 56.0%
であった．Ⅰ群を 100%とした各群の摂食難易
度係数は，それぞれ，1.03，1.08，1.20，1.74
であった．これらから換算式を求め，この結
果を本研究における咀嚼スコアと定義した
（表１）． 

 
（３）Pearson の相関および Spearman の順
位相関 
 目的変数と各検査項目の Pearson の相関，
Spearman の順位相関の結果は表２に示す通
りである．咬断能力については，咬合接触点



数，咬合支持域数，残存歯数，年齢，性別，
対咬関係との相関係数は，それぞれ 0.534，
0.461，0.491，-0.371，-0.223，-0.288 で有
意な相関が確認された．これは，咬合接触点
数，咬合支持域数，残存歯数の増加に伴い，
咬断能力の向上し，年齢が高くなるに従い，
咬断能力が低下することを示している．また，
ダミー変数である，性別，対咬関係の咬断能
力については，それぞれ女性より男性で，義
歯より天然歯で高いという結果が得られた．
混合値に関しては，咬合接触点数との相関係
数は，0.264 で有意な相関が認められた．ま
た咀嚼スコアに関しては，咬合接触点数，残
存歯数，年齢，対咬関係との相関係数は，そ
れぞれ 0.264，0.279，-0.443，-0.223 で有
意な相関が認められた． 

 
（４）重回帰分析 
咬断能力においては，咬合接触点数を強制

投入法にて重回帰分析に加え，さらにその他
の項目をステップワイズ法にて加えた．その
結果，咬合支持域数が選択され，３に示す様
な重回帰式を得た．これに関する多重共線性
を示す Variance Inflation Factor ( VIF ) 
値は1.221であり，調整済み決定係数は0.534
であった． 

 
（５）咬断能力と欠損形態および外科的再建
の有無との関係 
 咬断能力の欠損形態における平均値の差
の検定に関しては，上顎骨欠損分類である
Aramany 分類の３グループ間で有意な差は
認められなかった（図１）．これに対し，下
顎骨欠損症例を分類した下顎骨辺縁切除，下
顎骨区域切除においては，有意な差が認めら
れた（図２）．また，外科的再建の有無に関
しては，上下顎とも有意な相関は認められな
かった（図３）． 
 
  

 これらの結果，咀嚼能力と各評価項目との
相関関係から，咬合接触点数，咬合支持域数，
残存歯数，年齢，性別，対咬関係が，咬断能
力に対して高い相関を有していることが認
められ，これらが咀嚼能力に影響を及ぼして
いることが確認された． 
 また，重回帰分析の結果から，咬合接触点
数，咬合支持域数が，顎義歯装着患者の客観
的咀嚼能力の回復に有用であることが示唆
された． 
 さらに，本研究で関連が確認された評価項
目が，咀嚼機能回復の予測に有用な因子とな
り，今後の顎補綴治療の指標になる可能性が
示唆された． 
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